






要約:1977 年年以来の新生児マススクリーニングで発見され,これまでに厚生省心身障害

研究班により引き続き追跡調査されてきた症例を中心として,様々な資料を総合的に分析

し,発見された症例の長期予後を検討することを研究の目的とする。スクリーニングの本

来の目的である障害発生の予防が確実に達成されているかどうかについての評価には,今

後も引き続き追跡調査が必要と考えられる。


